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イノベーション協創部が主導するKGAP+とKPoCは、国内外のスタートアップ、
イノベーション推進機関、大学、企業、自治体、地域などとの接点をつくり、
連携・共創を促進する取り組みです。
KGAP+では29か国・16分野の253社を支援し、日本企業との協業探索を推進。
KPoCでは、けいはんなを実証フィールドに社会課題の解決に挑戦しています。
また、東京都のスタートアップ支援事業にも採択され、GXスタートアップの
海外展開を支援する「Tokyo GX Blueprint Program」を実施しています。

これら取り組みの仕組み・実績やネットワークをATRの研究シーズ・
技術との連携、共同研究、PoC、事業連携にどう活用できるかの
可能性を共有します。
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